
密植桑園の畦間ポ リマルチ と収量増加

( 蚕試 : 栽 桑部 )

1 . 背 景 とね らい

桑園土壌のポ リマルチは、 地温の上昇 と水分保持並びに雑草抑制に ともな う生育促進

等 に効果があ り、 普通桑園の新植時や冷夏年の生育促・準に実用化が図れ ているも し か し、

密植桑囲では畦間が 1 6 0 m と狭 く土壌面の被覆が困難であることか ら実用化に至 つていな

ヽヽ。

そこで、 密植果国造成時の植瀧掘前に畦間 を被覆す る方法につ いて検討 した結果、 被

覆が容易であ り、 1 年 目における生育 も旺盛で桑葉が増収す ることが明か となつたので

参考 に供す る。

2 , 技 術内容

( 1 ) ポ リマルチは植付前植縮 掘前にマルチャー を用い隔唯毎に行 う。

ア、 区画 …ポ リマルチ : 植 溝掘前 に l m 毎 に消石灰等で区画す る。 除草剤 ( ト リフル

ラ リン1 0 a 当た り2  k g ) を散布 し、 マルチ ャー を用い隔唯毎 にマルチす る。

イ、 伏込溝掘 り: マ ルチ後小型管理機 を用いて植満 ( 深さ1 5 側～ 2 0 価) を 掘 る。 満掘

の際、 ポ リフ ィルム上に土が盛 られ るが、 伏込み終了までそのままとす る。

( 2 ) 桑首の伏込み方法は、 従来の方法に準ず る。

ア、 桑苗の伏込み : 桑 首 をマルチ側の法面 に直線上 に伏込み根部を上でお さえる。 伏

込み終了後、 ポ リフ ィルム上の上 をホーキで掃 き落 とす。

イ、 土寄せ、 施肥 : 枝 条が約 3 0 o ■に伸長 してか ら小型管理機 を用いて、 除草 をかねて

第 1 回 目の上寄せ をす る。

夏肥は 7 月 中～下旬 に施 し、 小型管理機 を用い土壌 と混和 しなが ら前 回と同様土

寄せす る。 その後除草剤 を散布、 浅 く撹鮮す る。

( 3 ) 増収効果

ア、 ポ リマルチによ り地温は 3 ～ 5 ℃ 上昇す る。

イ、 造成 1 年 目の伸長は旺盛で収量は無マルチに比ぺ4 0 % 以上増収す る。

3 . 指 導上の留意事項

( 1 ) 桑商横伏せ後の畦間マルチは困難 をきたすので伏込み前に行 う。

( 2 ) 種土はポ リマルチ上の土 を掃 き下 じ3 m 以 内 とし、 厚 くな らな いよ う注意す る。

( 3 ) ポ リマルチ を行わない畦間は、 造成後速やかに除草斉1 ( ト リフル ラ リン1 0 a 当た り

2  k g ) を散布 し、 適期除草 に努め る。
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5 . 試 験成績

表1. 瞳間マルチ作業時間

作 楽 名 組作柔人員 10a当 たり所要時間 く時間 ) 使用機具

除 草剤 故布

ポ リマル チ

植  海  掘

土

1 人

3

1

1

0. 20
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1. 89

2. 93

敵  粒  格

マ ル チ ャー

小 型 管 理 機

ホ  ウ   キ

注 )除 草剤散布、ポリマルチは腐整作業時間を示す。
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図 1 ポ リマルチによる地温の変化

表 2. ポ リマルチ造成 1年 目収量

注 )晩 鉄葦期収陵方法 :80飢 残中間伐採
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図 2 ポ リマルチによる技条伸長の推移

(晩秋、対 10a)
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